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論 文 内 容 の 要 旨 
 次世代光ディスクの研究において、半導体薄膜の温度特性に着目し、青色レーザ波長域での光スイッチング現象を
利用することにより、世界初の２層超解像 ROM（Read Only Memory）光ディスクの開発に成功した。 





ができた。酸化亜鉛膜を用いた超解像 ROM 光ディスクは、BD 光学系において超解像特性が確認され、CNR（Carrier 
to Noise Ratio）は、光学的解像限界の 0.12μm より小さな 0.10μm ピット長において、40 dB が得られ、かつ 10
万回の高い再生安定性が得られた。また、ZnO 膜が室温で透明であるという性質を利用し、２層ディスクにおいても
２層それぞれで超解像効果が得られることがわかった。このことは、ブルーレイディスクの容量が２層で現状 50 GB
であるが、倍容量の 100 GB が得られることを示している。尚、100 GB という容量は、現在のハイビジョン映像の
４倍の容量を必要とする次世代の標準的な映画上映方式と目されるハリウッド「DCI（Digital Cinema Initiatives）」
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 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 













それにより、記録容量はさらに 100 GB にまで向上できることも明らかにした。 
 以上の研究により、半導体薄膜を開口部制御マスクとして用いた超解像光ディスクが実用的条件で有効に機能する
ことが明らかになり、この方式による光ディスクは EG-SR（Energy-Gap induced Super-Resolution）超解像光ディ
スクとして知られるようになっている。これらの研究成果は学術的に優れているとともに、応用的な意義も高いこと
から、博士（工学）の学位に値するものと判断した。 
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